
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年８月８日

【四半期会計期間】 第28期第１四半期（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

【会社名】 ワタミ株式会社

【英訳名】 WATAMI CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　桑原　豊

【本店の所在の場所】 東京都大田区羽田一丁目１番３号

【電話番号】 ０３（５７３７）２２８８

【事務連絡者氏名】 経営企画グループ長　　小田　剛志

【最寄りの連絡場所】 東京都大田区羽田一丁目１番３号

【電話番号】 ０３（５７３７）２２８８

【事務連絡者氏名】 経営企画グループ長　　小田　剛志

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

EDINET提出書類

ワタミ株式会社(E03275)

四半期報告書

 1/21



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第27期

第１四半期連結
累計期間

第28期
第１四半期連結
累計期間

第27期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（百万円） 37,260 40,524 157,765

経常利益（百万円） 1,733 1,336 8,021

四半期（当期）純利益（百万円） 643 617 3,540

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
677 767 3,701

純資産額（百万円） 29,453 32,480 32,046

総資産額（百万円） 110,845 124,935 124,680

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
16.09 15.41 88.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
16.06 15.39 88.32

自己資本比率（％） 26.2 25.7 25.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
603 921 15,285

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,842 △2,977 △10,078

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,472 1,301 △6,465

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
7,635 7,428 9,004

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　      ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、現政権の経済政策や日銀の金融緩和の影響等もあり、円安基調

への転換や株価回復の動きが見られるなど、先行きに明るい兆しも見受けられましたが、株価上昇後の調整局面が

長引くなど、景気の先行きにはまだまだ不透明感が残る状況となりました。また、個人消費につきましても、雇用・

所得環境に改善の動きは見られるものの、本格的な回復には及ばず、厳しい経営環境が続きました。

　このような環境下、「地球上で一番たくさんのありがとうを集めるグループになろう」というグループスローガ

ンのもと、各事業分野においてお客様のありがとうを集める活動を精力的に展開してまいりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　

①国内外食事業

　国内外食事業におきましては５店舗を新規出店いたしました。一方では５店舗の撤退を行い、当連結会計年度末に

おける店舗数は640店舗となりました。また前年に続き、「坐・和民」を中心にリニューアル改装を15店舗実施等、

店舗の競争力の維持を図りました。しかしながら厳しい事業環境が続き、既存店売上高前年比は96.7％、既存店客数

前年比は95.1％となっております。その結果、国内外食事業における売上高は17,704百万円（前年同期比98.1％）、

セグメント利益は241百万円（前年同期比30.5％）となりました。

　

②介護事業

　介護事業におきましては、１棟の新規施設を開設し、6,000名を超えるお客様にご入居いただいております。 当第

１四半期連結会計期間末における施設数は93棟となっております。また、ご入居者様の満足を第一に、お食事の改

善、「４大ゼロ」（おむつゼロ・経管食ゼロ・特殊浴ゼロ・車椅子ゼロ）の取り組み、アクティビティの充実など

継続的な介護サービスの向上につとめ、ワタミブランドの強化を図っております。既存施設の入居率につきまして

は、当第１四半期連結会計期間末で89.4％となっております。介護事業における売上高は8,847百万円（前年同期比

112.0％）、セグメント利益は1,087百万円（前年同期比96.2％）となりました。

　

③宅食事業

　宅食事業におきましては、56ヶ所の新規営業拠点を開設し、当第１四半期連結会計期間末の営業拠点数は488ヶ所

となっております。一人でも多くのお客様にご利用いただけるよう宅配可能エリアの拡大に努めており、６月の最

終週における調理済み商品の平日１日あたりお届け数は284千食（前年同月最終週は247千食）となっております。

宅食事業における売上高は10,733百万円（前年同期比120.4％）、セグメント利益は1,061百万円（前年同期比

146.9％）となりました。

　

④その他事業（海外外食事業、農業、環境事業等）

　海外外食事業におきましては、２店舗の新規出店を実施し、当第１四半期連結会計期間末の店舗数82店舗となって

おります。引き続き店舗展開・フランチャイズ展開の拡大、業態確立に取り組んでまいります。

　農業におきましては、引き続き製造加工部門との一体運営による効率化、メニュー開発など農作物の付加価値向上

に取り組んでおります。

　環境事業におきましては、生ゴミの堆肥化など循環サービスをはじめとした環境改善事業、および風力発電による

再生可能エネルギー事業により環境負荷低減の取り組みのさらなる強化を進めております。

　これら、海外外食事業、農業、環境事業等を含むその他事業における売上高は3,239百万円（前年同期比133.7％）、

セグメント損失は14百万円（前年同期は25百万円の利益）となっております。

　

　当第１四半期連結累計期間における企業集団の成果は、上記のような施策の結果、売上高40,524百万円（前年同期

比8.7％増）となり、営業利益1,617百万円（前年同期比20.9％減）となりました。また、経常利益は1,336百万円

（前年同期比22.8％減）四半期純利益は617百万円（前年同期比4.0％減）となりました。
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（２）財政状態の分析　

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）比255百万円増加して

124,935百万円となりました。流動資産は同1,494百万円減少の17,837百万円、固定資産は同1,749百万円増加の

107,097百万円となりました。固定資産のうち有形固定資産は介護施設の新設・外食店舗設備の購入に伴うリース

資産の計上等により前期末比1,092百万円増加の70,028百万円となりました。無形固定資産は、のれんの償却等によ

り前期末比148百万円減少の7,973百万円となりました。投資その他の資産は、介護施設の新規開設や外食店舗の新

規出店に伴う差入保証金の増加等により前期末比804百万円増加の29,095百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末の負債の合計は、前期末比179百万円減少の92,454百万円となりました。流動負債は

短期借入金の増加や営業債務の減少等により同303百万円増加の33,279百万円、固定負債は長期借入金の返済や

リース債務の増加等により同483百万円減少の59,175百万円となっています。このうち有利子負債（１年内償還予

定の社債、短期借入金、社債、長期借入金及びリース債務の合計額）は、前期末比3,320百万円増加の60,205百万円と

なりました。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産の部は、利益剰余金の増加等により前期末比434百万円増加して、32,480百

万円となりました。

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

て1,576百万円減少し、7,428百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況については下記のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、921百万円（前年同期比318百万円増）となりました。収入の主な内訳は税金等調

整前四半期純利益が1,142百万円、減価償却費が2,138百万円であり、支出の主な内訳は法人税等の支払額が1,561百

万円、利息の支払額が505百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は2,977百万円（前年同期比1,134百万円増）となりました。主な内訳は有形固定資

産の取得による支出が2,285百万円、差入保証金の差入による支出が381百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は1,301百万円（前年同期は1,472百万円の使用）となりました。収入の主な内訳は

短期借入れによる収入が4,043百万円であり、支出の主な内訳は長期借入金の返済による支出が1,027百万円、ファ

イナンスリース債務の返済による支出が981百万円であります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において重要な変更はありません。

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

第１種優先株式 50,000,000

計（注）　 100,000,000

（注）当社の発行可能種類株式総数は、それぞれ普通株式100,000,000株、第１種優先株式50,000,000株であり、合計では

150,000,000株となりますが、発行可能株式総数は、100,000,000株とする旨定款に規定しております。

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,686,780 41,686,780
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株であります。

計 41,686,780 41,686,780 － －

（注）「提出日現在発行数」には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金
残高（百万円）

平成25年４月１日

～

平成25年６月30日

－ 41,686,780 － 4,410 － 5,002

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在　

区分 株式数（株）
議決権の数

（個）
内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）　（注）１ 普通株式 　 　 1,643,900 － －

 完全議決権株式（その他）　（注）２ 普通株式　　　39,866,100 398,661 －

 単元未満株式　　（注）３ 普通株式         176,780 －
１単元（100株）未満

の株式　

 発行済株式数　 41,686,780   － －

 総株主の議決権　 － 398,661 －

（注）１．「完全議決権株式（自己株式）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「議決権の数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式800株（議決権の数８個）が含まれております。

３．「単元未満株式」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が35株、当社保有の自己株式が43株含まれ

ております。

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在　

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

ワタミ株式会社
東京都大田区羽田

一丁目１番３号　
1,643,900 － 1,643,900 3.94

計 － 1,643,900 － 1,643,900 3.94

（注）平成25年６月30日現在の所有状況は以下のとおりであります。

自己名義所有株式　1,610,543株　　

発行済株式総数に対する所有株式数の割合　3.86％

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　

退任取締役

氏名 退任年月日

渡邉美樹 平成25年６月27日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,004 7,428

売掛金 4,193 4,112

商品及び製品 418 425

仕掛品 266 288

原材料及び貯蔵品 433 469

その他 5,023 5,122

貸倒引当金 △7 △8

流動資産合計 19,331 17,837

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 20,394 21,457

リース資産 45,540 45,707

その他 3,000 2,863

有形固定資産合計 68,935 70,028

無形固定資産

のれん 7,226 7,067

その他 895 905

無形固定資産合計 8,121 7,973

投資その他の資産

差入保証金 22,303 22,675

その他 6,191 6,624

貸倒引当金 △203 △203

投資その他の資産合計 28,291 29,095

固定資産合計 105,348 107,097

資産合計 124,680 124,935
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,633 3,691

短期借入金 6,550 10,217

リース債務 3,670 3,769

未払法人税等 1,647 786

賞与引当金 701 295

販売促進引当金 115 209

短期契約解除引当金 46 37

その他 15,609 14,272

流動負債合計 32,975 33,279

固定負債

長期借入金 2,867 2,330

リース債務 43,596 43,887

長期預り入居金 9,382 9,065

資産除去債務 2,052 2,107

その他 1,759 1,784

固定負債合計 59,658 59,175

負債合計 92,634 92,454

純資産の部

株主資本

資本金 4,410 4,410

資本剰余金 5,002 5,002

利益剰余金 25,211 25,431

自己株式 △2,848 △2,790

株主資本合計 31,775 32,053

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4 4

為替換算調整勘定 △91 57

その他の包括利益累計額合計 △87 62

新株予約権 357 364

純資産合計 32,046 32,480

負債純資産合計 124,680 124,935
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 37,260 40,524

売上原価 16,662 18,724

売上総利益 20,597 21,800

販売費及び一般管理費 18,550 20,182

営業利益 2,047 1,617

営業外収益

受取利息 33 33

設備賃貸収入 205 125

助成金収入 39 19

雑収入 128 216

営業外収益合計 406 394

営業外費用

支払利息 453 507

設備賃貸費用 203 123

持分法による投資損失 － 13

雑損失 63 31

営業外費用合計 720 676

経常利益 1,733 1,336

特別損失

固定資産除却損 51 100

リース契約解約損 0 3

設備賃貸借契約解約損 1 －

減損損失 346 90

特別損失合計 399 194

税金等調整前四半期純利益 1,333 1,142

法人税、住民税及び事業税 493 450

法人税等調整額 195 74

法人税等合計 689 524

少数株主損益調整前四半期純利益 643 617

四半期純利益 643 617
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 643 617

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 0

為替換算調整勘定 34 149

その他の包括利益合計 33 149

四半期包括利益 677 767

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 677 767

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,333 1,142

減価償却費 1,675 2,138

減損損失 346 90

のれん償却額 199 158

賞与引当金の増減額（△は減少） △625 △424

販売促進引当金の増減額（△は減少） 89 93

受取利息及び受取配当金 △33 △33

支払利息 453 507

固定資産除却損 51 100

リース契約解約損 0 3

設備賃貸借契約解約損 1 －

売上債権の増減額（△は増加） 23 △53

たな卸資産の増減額（△は増加） △41 △53

未収入金の増減額（△は増加） △26 52

仕入債務の増減額（△は減少） △410 △983

未払金の増減額（△は減少） 164 △232

未払費用の増減額（△は減少） △165 △288

未払消費税の増減額（△は減少） 57 273

入居保証金の増減額（△は減少） 297 △78

その他 △396 516

小計 2,993 2,928

利息及び配当金の受取額 3 3

利息の支払額 △450 △505

法人税等の支払額 △1,942 △1,561

法人税等の還付額 － 57

営業活動によるキャッシュ・フロー 603 921

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,559 △2,285

差入保証金の差入による支出 △554 △381

差入保証金の回収による収入 150 70

貸付けによる支出 △4 △3

貸付金の回収による収入 2 2

定期預金の払戻による収入 250 －

預託金の差入による支出 － △197

その他 △128 △182

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,842 △2,977
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 131 4,043

長期借入れによる収入 377 －

長期借入金の返済による支出 △1,270 △1,027

社債の償還による支出 △20 △200

自己株式の処分による収入 18 31

自己株式の取得による支出 △0 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △707 △981

配当金の支払額 △1 △564

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,472 1,301

現金及び現金同等物に係る換算差額 40 84

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,670 △669

現金及び現金同等物の期首残高 10,306 9,004

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

－ △906

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 7,635

※1
 7,428
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間において新たに出資した一般社団法人ソーシャルビジネス・ドリームパートナーズ

については、連結上の総資産、売上高、当期純利益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、四半期連結財務

諸表に重要な影響を与えないため、連結の範囲に含めておりません。

　

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間において新たに出資した一般社団法人ソーシャルビジネス・ドリームパートナーズ

については、連結上の当期純利益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、四半期連結財務諸表に重要な影

響を与えないため、持分法を適用しておりません。

　

（３）連結子会社の決算日の変更

　従来、連結子会社のうち決算日が２月28日であった、ワタミの介護株式会社及びワタミタクショク株式会社は同

日現在の財務諸表を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行っておりましたが、

当第１四半期連結会計期間より決算日を３月31日に変更しております。

　この変更により、当第１四半期連結累計期間は、平成25年４月１日から平成25年６月30日までの３ヶ月間を連結

しております。

　なお、平成25年３月１日から平成25年３月31日までの１ヶ月間の損益については、四半期連結貸借対照表の「利

益剰余金」に反映し、四半期連結キャッシュ・フロー計算書では、同期間にかかる現金及び現金同等物の増減額

を「連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物の増減額（△は減少）」として表示しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　　記載すべき事項はありません。　

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　　記載すべき事項はありません。　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

現金及び預金勘定 7,635百万円 7,428百万円

預金期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 7,635 7,428

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議）

 

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月30日

定時株主総会
普通株式 599 15 平成24年３月31日 平成24年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

（決議）

 

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月８日

定時株主総会
普通株式 600 15 平成25年３月31日 平成25年６月10日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

国内

外食
介護 宅食 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 18,0337,8948,91234,8392,42137,260 － 37,260

セグメント間の内部

売上高又は振替高
486 － 0 486 827 1,314△1,314 －

計 18,5197,8948,91235,3263,24838,574△1,314 37,260

セグメント利益 791 1,129 722 2,642 25 2,668△621 2,047

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外外食事業、農業、環境改善事業等

を含んでおります。　　　　　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 前連結会計年度
報告セグメント計 2,642
「その他」の区分の利益 25
のれんの償却額 △186
全社費用（注） △441
その他の調整額 6
連結財務諸表の営業利益 2,047

(注)　全社費用は、主にグループ全体の管理業務に係る費用であります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「国内外食事業」セグメントにおいて、撤退予定等の店舗資産及び転貸物件に係る減損損失を計上して

おります。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては310百万円であります。

　また、「介護事業」セグメントにおいて、介護施設に係る減損損失を計上しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては35百万円であります。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　記載すべき事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　記載すべき事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

国内

外食
介護 宅食 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 17,7048,84710,73337,2853,23940,524 － 40,524

セグメント間の内部

売上高又は振替高
566 － － 566 496 1,062△1,062 －

計 18,2718,84710,73337,8523,73541,587△1,062 40,524

セグメント利益又は損失（△） 241 1,0871,0612,390△14 2,375△757 1,617

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外外食事業、農業、環境事業等を含

んでおります。　　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 前連結会計年度
報告セグメント計 2,390
「その他」の区分の利益 △14
のれんの償却額 △158
全社費用（注） △556
その他の調整額 △42
連結財務諸表の営業利益 1,617

(注)　全社費用は、主にグループ全体の管理業務に係る費用であります。　

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「国内外食事業」セグメントにおいて、撤退予定等の店舗資産に係る減損損失を計上しております。な

お、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては90百万円であります。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　記載すべき事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　記載すべき事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間　（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　記載すべき事項はありません。

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

(１）１株当たり四半期純利益金額 16円09銭 15円41銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 643 617

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 643 617

普通株式の期中平均株式数（千株） 40,003 40,065

(２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 16円06銭 15円39銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 71 48

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─────── ───────

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月６日

ワタミ株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝田　雅也　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂東　正裕　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているワタミ株式会社の
平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25
年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ
ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ワタミ株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態並び
に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと
信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　　
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